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究極のクリーンエネルギーである水素を燃料とする燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普
及は、これからの自動車産業の持続的発展に寄与するとともに、水素産業の飛躍
的発展にもつながる可能性を秘め、ひいては、水素をエネルギーとして利活用する
水素社会を先導するものと期待されています。

このため、本県では、水素社会に向けた普及啓発の取組のひとつとして、愛知県
庁西庁舎駐車場に「愛知県庁水素社会普及啓発ゾーン」を整備しました。このゾー
ンでは、ＦＣＶ、水素ステーション、水素社会の普及啓発の一環として、民間事業者
の御協力により移動式水素ステーションを運用しております。ここでの取組が、ＦＣＶ
や水素ステーションの啓発にとどまらず、都心部における水素ステーション整備のモ
デルケースとして、県内外に波及し、全国レベルでの整備促進につながっていくこと
を期待しております。

今後とも世界に誇る自動車産業が集積する本県が先頭に立って、ＦＣＶの普及、
水素ステーションの整備を日本全体へ波及させるとともに、水素社会の意義を積極
的に発信してまいります。
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①燃料電池自動車（ＦＣＶ） 、水素ステーション、水素社会に関する説明
②移動式水素ステーション設置のモデルケースの提示
③ＦＣＶへの水素充填 （運用情報については、裏面をご参照ください。）

実施内容燃料電池自動車（ＦＣＶ）とは

特徴
①走行中は二酸化炭素（ＣＯ２）排出ゼロ
②実航続距離５００km超 （ガソリン自動車並み）
③水素充填時間３分程度 （ガソリン自動車並み）
④非常用電源として使用可能
（一般家庭の消費電力換算で１週間程度）
⑤燃料となる水素は、自然エネルギーやバイオマス
等の多様な一次エネルギーから製造可能
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水素ステーションとは

水素社会～人と地球にやさしい社会を目指して～

「水素を漏らさない」、「漏れても溜めない」等の大原則に基づ
く措置と関係法令等により、安全性が確保されています。

○ＦＣＶについて

水素タンク等の安全設計、高い衝突・衝撃安全性能の確保
がなされており、道路運送車両法、高圧ガス保安法や水素燃
料電池自動車の安全性に関する世界統一基準（2013年策
定）の安全基準を満たしています。

ＦＣＶと水素ステーションの安全性について

ＦＣＶに水素を充填する水素ステーションには、主に
定置式（スタンド型）と移動式（車両型）があります。

ＦＣＶ（Fuel Cell Vehicle）は、水素を燃料として、
走行中に水しか排出しない「究極のエコカー」です。

○定置式（スタンド型）

多くのＦＣＶに水素を充填できることから、将来の主流
と考えられています。

○移動式（車両型）
ＦＣＶへの充填台数は定置式と比べて少ないものの、
設備費用が比較的安く、ＦＣＶ普及初期の活用が見込
まれています。設置に必要な面積が小さいため、広い
用地の少ない都心部でも設置が可能です。

水素は、自然エネルギー（太陽光、風力など）やバイオマス等からも製造することができ、輸送・貯蔵も可能です。
また、利用時には水しか出さないため、トータルで地球にやさしく、将来性の高いエネルギーとしてその利用拡大が期待されています。
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○水素ステーションについて

高圧ガス保安法等に基づ
き、水素が溜まらない建物
構造や地震計と連動した自
動安全停止システム、ガス
検知器、火炎検知器等の
保安設備の設置、公道や
敷地境界からの離隔距離
の確保など、三重、四重の
安全対策が備えられていま
す。

★は、高圧ガス保安法に基づく第二種貯蔵所に必要です
移動式水素ステーションは、容積300m3以上1,000m3未満の高圧ガス（水素）を
貯蔵するため、その設置場所は第二種貯蔵所となります

①
漏洩防止

滞留防止
②

③
引火防止

周囲への影響防止
④

４重の安全バリア
を構築
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★設置場所の明示
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★警戒標

★消火器格納容器
（消火器３本設置）
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■問い合わせ先

愛知県産業労働部産業科学技術課新エネルギー産業グループ
電 話 052-954-6350
メール san-kagi@pref.aichi.lg.jp
Ｈ Ｐ http://www.pref.aichi.jp/san-kagi/shinene/suisozone/src/

＊愛知県内の水素ステーション稼働状況等につきましては、ＨＰをご覧ください。

平成28年1月

愛知県庁移動式水素ステーション

愛知県庁水素社会普及啓発ゾーンでは、水素社会の普及啓発の一環として、民間事業
者の協力により、移動式水素ステーションを運用しています。ＦＣＶユーザーであればどな
たでも利用できます。また、一般の方の見学も可能ですので、ぜひお越しください。なお、
運用日・時間以外は移動式水素ステーションを配置していませんので、ご留意ください。

○運用協力事業者
合同会社日本移動式水素ステーションサービス（ニモヒス）

○運用日
毎週月・金曜日（祝日・年末年始を除く）

○運用時間
（月）正午～午後４時
（金）午前１０時～午後４時

○支払方法
クレジットカード

○ステーションへの直通電話
０７０－３５１６－５５７８（金曜日のみ ０７０－３５１６－５５７９ までご連絡ください。）

※予約は不要ですが、事前に電話で確認いただければ、よりスムーズな充填が可能です。
○備 考
以上の運用については変更となる場合がありますので、現在の運用状況、臨時休業等
のお知らせは、以下のニモヒスＨＰでご確認願います。

http://www.nimohyss.com/

○開所時間（説明員配置）
毎週月曜日～金曜日
午前10時～正午
午後1時～午後4時
祝日・年末年始を除く

○アクセス
【自動車をご利用の場合】
・名古屋駅から約3km

【公共交通機関をご利用の場合】
・地下鉄名城線「市役所」駅から
徒歩1分
・名鉄瀬戸線「東大手」駅から
徒歩5分
・基幹バス「市役所」停留所から
徒歩3分
・とよやまタウンバス
「県庁前」停留所から徒歩1分

愛知県庁水素社会普及啓発ゾーン


